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平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算

２３

の
歳
入
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
個

人
市
民
税
は
、
前
年
度
予
算
と
の

比
較
で
は
大
幅
な
減
収
と
な
る
見

込
み
で
、
法
人
市
民
税
及
び
固
定

資
産
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度
を

下
回
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
生
活
保

護
費
な
ど
が
ふ
え
、
前
年
度
よ
り

も
増
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

歳
出
の
大
幅
な
伸
び
に
よ
る
財
源

の
不
足
に
つ
い
て
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
等
に
よ
り
補
わ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
一
方
、

義
務
的
経
費
の
う
ち
退
職
手
当
を

除
く
人
件
費
及
び
公
債
費
は
減
と

な
る
見
込
み
で
す
が
、
扶
助
費
の

大
幅
な
伸
び
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
で
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
つ

２３

い
て
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢

の
も
と
で
、
第
四
次
座
間
市
総
合

計
画
の
目
標
と
す
る
ま
ち
の
姿

「
と
も
に
織
り
な
す　

活
力
と
個

性　

き
ら
め
く
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
す
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
本
市
で
は
初
め
て
と
な
る

部
ご
と
の
枠
配
分
を
実
施
し
、
各

部
は
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
等
、

優
先
順
位
の
見
き
わ
め
と
既
存
事

業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
扶
助
費
の
大
幅
な
伸
び
等

に
よ
り
、
枠
配
分
総
額
を
大
幅
に

上
回
っ
た
た
め
、
各
部
で
さ
ら
な

る
経
費
節
減
及
び
事
業
の
見
直
し

を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率

的
・
効
果
的
な
配
分
に
努
め
、
市

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
適
切
に
対
応

し
、
質
の
高
い
継
続
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

全
会
一
致
で
陳
情
が
採
択
さ
れ

た
精
神
障
害
者
へ
の
重
度
障
害
者

医
療
費
支
給
事
業
の
適
用
に
つ
い

て
、
総
括
質
疑
で
は
「
当
然
認
識

し
て
い
た
」
と
答
弁
し
な
が
ら
、

実
際
に
は
予
算
要
求
に
も
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
委
員
会
審

査
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
当

局
は
１
億
２
３
０
０
万
円
が
必
要

と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

３
級
ま
で
す
べ
て
を
対
象
と
し
た

場
合
で
あ
り
、
陳
情
者
が
「
全
体

が
難
し
け
れ
ば
せ
め
て
」
と
切
実

に
訴
え
た
１
級
だ
け
の
費
用
は
１

５
０
０
万
円
に
過
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
、

わ
ざ
と
困
難
な
条
件
を
設
定
し
て

で
き
な
い
理
由
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
審
査
中
の
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
に
お
け
る
看
護
師

設
置
費
用
と
事
業
所
借
り
上
げ
費

用
の
一
部
補
助
を
求
め
る
陳
情
に

対
し
て
、
当
局
は
県
の
拠
点
事
業

所
配
置
事
業
と
し
て
ア
ガ
ペ
で
実

施
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
対

応
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
陳

情
者
の
要
望
事
項
が
全
く
反
映
さ

れ
ず
、
陳
情
の
趣
旨
で
あ
っ
た
医

療
行
為
を
伴
う
障
害
児
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
か
ら
、
目
的
に
合
わ
な

い
事
業
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
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平
成　

年
度
予
算
は
、
歳
出
面

２３

で
扶
助
費
の
増
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
の
増
加
等
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
健
康
、
教
育
な
ど
市

民
生
活
密
着
分
野
を
重
視
し
た
編

成
で
、
新
た
な　

時
間
対
応
の
健

２４

康
電
話
相
談
、
女
性
の
命
を
守
る

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
補
助
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
、
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
の
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
事
業
等
を
評
価
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め

の
総
合
窓
口
の
開
設
や
、
再
編
交

付
金
を
活
用
し
た
小
・
中
学
校　
１５

校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
ま
た
、

学
校
の
耐
震
化
は
東
日
本
大
震
災

で
学
校
が
避
難
所
と
し
て
地
域
住

民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
場
と
も
な

っ
て
お
り
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
景
気
の
回
復
が
見
ら
れ
な

い
中
、
家
計
に
と
っ
て
負
担
増
と

な
る
料
金
値
上
げ
は
、
大
変
重
い

も
の
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

料
金
改
定
の
必
要
性
と
負
担
の
公

平
性
に
つ
い
て
市
民
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
よ
り
積
極
的
な
市
民

周
知
と
説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
望
ん
で
お
き
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
か
ら
小
・
中

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め

る
声
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体

調
管
理
に
十
分
配
慮
し
た
暑
さ
対

策
は
必
要
と
考
え
ま
す
。し
か
し
、

今
回
の
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
１

原
発
の
事
故
は
、
今
後
の
電
気
供

給
に
大
変
不
安
が
残
り
ま
す
。
改

め
て
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
に
つ
い
て
問
い
直
す

と
き
で
あ
り
、
平
成　

年
度
の
エ

２３

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
慎
重
で

あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

　

年
度
新
た
に
学
校
司
書
配
置
の

２３予
算
措
置
が
さ
れ
ま
し
た
。
本
の

お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
教
師
と
の
連
携
に
よ

っ
て
学
習
面
に
も
興
味
が
広
が
る

な
ど
、
本
を
通
し
て
と
も
に
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
学
校
司

書
に
期
待
し
ま
す
。

　

水
道
料
金
及
び
下
水
道
料
金
改

定
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
広
く
市
民
意
見

を
求
め
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
が
、

出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
に
議
案

が
上
程
さ
れ
る
と
い
う
手
順
そ
の

も
の
に
大
き
な
疑
義
を
感
じ
ま
す
。

改
め
て
説
明
責
任
を
求
め
ま
す
。

　

平
成　

年
度
予
算
に
つ
き
ま
し

２３

て
は
、
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
、
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、　

時
間
対
応
の
健
康

２４

電
話
相
談
の
設
置
等
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
市
民
要

望
の
高
い
多
く
の
事
業
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、
賛
意
を
表
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
、
水
道
料
金

が　

年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

１２
３
月　

日
の
大
災
害
を
持
ち
出
す

１１

ま
で
も
な
く
、
大
災
害
に
備
え
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
緊
急
な
課
題
で

す
。
健
全
な
経
営
と
、
将
来
に
わ

た
っ
て
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水

を
安
定
し
て
供
給
で
き
る
よ
う
施

設
整
備
を
す
る
た
め
に
も
、
今
回

の
水
道
料
金
の
見
直
し
は
必
要
で

あ
り
、
市
民
理
解
が
得
ら
れ
る
も

の
と
思
い
、
賛
意
を
表
す
る
も
の

で
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
は
、
市

２３

制　

周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

４０
り
、
第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
年
度
を
契
機
に
、
本
市
が
一

層
の
飛
躍
、
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

を
期
待
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　

座
間
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

水
道
料
金
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
に　

％
の
改
正
が
行
わ

１０

１８

れ
た
後
、
今
日
ま
で　

年
間
改
正

１３

が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の

水
道
審
議
の
中
で
は
「
逆
ざ
や
」

と
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
精
査
に
精
査
を
重
ね
改
正

す
べ
き
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
本
市
の
第
３
水
源

で
は
濁
り
が
発
生
し
ま
し
た
。
今

回
の
地
震
が
予
想
を
は
る
か
に
超

え
た
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
教
訓

か
ら
、
本
市
す
べ
て
の
水
源
が
１

０
０
％
大
丈
夫
で
あ
る
と
は
言
い

切
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
県
水

は
座
間
市
民
に
と
っ
て
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
我
々
市
政
ク

ラ
ブ
と
し
て
は
、
今
後
の
水
道
事

業
の
健
全
な
経
営
と
有
事
の
際
を

考
慮
し
、
今
回
の
改
正
を
了
と
し

賛
意
を
示
す
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
市
長
並
び
に
当
局
に

お
い
て
は
、
県
企
業
庁
に
対
し
受

水
費
の
価
格
に
つ
い
て
引
き
続
き

改
正
を
求
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

強
く
要
望
を
し
て
お
き
ま
す
。

公
明
党 
（
小
野　

た
づ
子 
議
員
）

市
民
生
活
密
着
分
野
を
重
視
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
編
成
に
評
価
！

市
民
連
合 
（
竹
市　

信
司 
議
員
）

陳
情
趣
旨
に
応
え
な
い
福
祉
予
算

政
和
会 
（
山
本　

愈 
議
員
）

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

水
道
料
金
の
見
直
し
は
必
要

神
奈
川
ネ
ッ
ト 
（
牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
）

料
金
改
定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
責
任
を
果
た
せ

市
政
ク
ラ
ブ 
（
沖
本　

浩
二 
議
員
）

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　

改
正
す
る
条
例
に
賛
意

市
長
の
施
政

方
針
（
要
旨
）

　

市
は
、
本
年　

月
１
日
か
ら
水

１０

道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
を
全
体

平
均
で
そ
れ
ぞ
れ　

％
と　

・
６

１５

１０

％
値
上
げ
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
の
試
算
で
は
４
人

世
帯
の
家
庭
が
２
カ
月
で　

ト
ン

５５

使
用
す
る
と
、
改
定
に
よ
り
水
道

と
下
水
道
合
計
で
約　

％
、
１
４

３８

７
０
円
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

全
体
と
し
て
市
民
の
所
得
が
減

少
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
、
公

共
料
金
の
大
幅
値
上
げ
は
困
る
と

日
本
共
産
党 
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

上
・
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
反
対

の
陳
情
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
水

道
料
金
の
値
上
げ
の
理
由
は
、
宮

ヶ
瀬
系
県
水
受
水
費
の
増
高
に
あ

り
ま
す
。
共
産
党
は
、
宮
ヶ
瀬
ダ

ム
の
計
画
段
階
の
昭
和　

年
代
初

５０

め
か
ら
、
既
に
県
の
水
供
給
能
力

は
５
４
２
万
ト
ン
で
水
需
要
を
十

分
上
回
っ
て
お
り
、
ダ
ム
建
設
費

が
水
道
料
金
の
値
上
げ
と
な
り
住

民
の
負
担
に
な
る
の
で
、
ダ
ム
は

必
要
な
い
と
し
て
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
県
水
は
実
際
数

千
ト
ン
の
受
水
な
の
に
３
万
７
３

０
０
ト
ン
の
受
水
費
を
払
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
水
需
要
に
伴
う
過
剰

な
受
水
費
の
増
高
が
将
来
住
民
の

負
担
に
な
る
と
、
昭
和　

年
代
当

５０

初
か
ら
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
基
本
構
想
・
計
画
」
の
中
や
、

「
教
育
関
連
分
野
」
の
中
に
も
全

く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
問
題

で
あ
る
。
中
学
校
給
食
実
施
は
以

前
か
ら
市
民
要
求
が
非
常
に
強
く
、

議
会
に
も
再
三
陳
情
が
出
さ
れ
、

議
会
の
委
員
会
で
も
先
進
市
を
繰

り
返
し
視
察
す
る
な
ど
教
育
行
政

の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
問
題

で
あ
る
。
中
学
校
給
食
の
実
施
率

は
、
全
国
平
均　

・
９
％
に
対
し
、

８０

神
奈
川
県　

・
２
％
と
極
端
に
低

１６

く
な
っ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
る
。

社
会
が
変
化
し
て
き
て
い
る
中
、

弁
当
持
参
方
式
に
よ
っ
て
生
徒
間

の
昼
食
格
差
が
広
が
っ
て
お
り
、

今
、
生
活
困
窮
家
庭
の
生
徒
の
中

に
は
、
満
足
に
昼
食
が
と
れ
な
い

状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
焦
眉
の
課
題
の
記

述
が
な
い
こ
と
は
、
向
こ
う　

年
１０

間
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
問
題
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
中
学
校
給
食
の
実
施

を
計
画
の
中
に
入
れ
る
よ
う
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

教
育
長　

「
中
学
校
給
食
の
あ

り
方
検
討
懇
話
会
」
と
し
て
、
ま

だ
具
体
的
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
「
施
策
の
方
向
」
の
中

で
包
括
し
て
い
ま
す
。

　議会の活動を知っていただくため、多くの皆様の傍聴をお願い
します。
　市役所７階の議場入口正面で受け付けしています。（各委員会
の傍聴は、６階の議会事務局にお申し出ください）
　なお、市役所１階市民サロンのテレビモニターでもご覧いただ
けます。
　どうぞお気軽にご利用ください。

６月２日　（木）　本会議（提案説明・総括質疑）
　　９日　（木）　本会議（一般質問）
　　１０日　（金）　本会議（一般質問）
　　１３日　（月）　本会議（一般質問）
　　１６日　（木）　企画総務常任委員会
　　　　　　　　健康福祉常任委員会
　　１７日　（金）　教育市民常任委員会
　　　　　　　　都市環境常任委員会
　　２０日　（月）　基地対策特別委員会
　　２２日　（水）　議会運営委員会
　　２７日　（月）　本会議（討論・採決）

　● 平成２３年６月定例会の開催予定　● 

議会を傍聴しましょう


